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開発を進めている解析手法のポーラスモデルの妥当性検証のため、空冷自然対流熱伝達試験[1]を実施した。

多孔体（ポーラス体）を設置した場合としない場合で比較試験を行い、解析手法との比較を実施した。 
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1. 緒言 

福島第一原子力発電所の格納容器内の燃料デブリの熱挙動を推定するため、空冷時の燃料デブリ熱挙動の

解析手法の開発を進めている。本報では、ポーラスモデルを導入した多相多成分詳細熱流動解析コード

JUPITER の妥当性検証のため、空冷自然対流熱伝達試験[1]を行い、解析結果との比較を実施した。 

2. 空冷自然対流熱伝達試験装置と多孔体（ポーラス体）の概要 

Fig. 1 左図は空冷自然対流熱伝達試験装置の模式図である。加熱面上に設置した円柱型多孔体は、球径 10 

mm の SUS 球体群で構成されている。円柱形状を保持するため、多孔体外周部を金網で囲っている。気孔率

は 0.35 であり、データは全温度計測点が準定常になったことを確認した後に取得した。 

3. 多孔体の設置ありなしの比較と解析手法の妥当性検証 

Fig. 1 右図は装置中心軸上の温度分布の試験結果と解析結果である。試験結果について多孔体の設置ありな

しで比較すると、多孔体内部である高さ 100 mm 以下では多孔体がある場合のほうが温度が高かった。これ

は、加熱面の熱が熱伝導により多孔体に伝わり、多孔体内部の空気を加熱しているためである。 

試験と数値解析の結果を比較す

ると、多孔体なしについては概ね一

致した結果が得られた。多孔体あり

については、試験と同様に、多孔体

内部の温度が高くなる傾向を再現

できたが、定量的に差異が見られた

ことから、導入した熱伝導モデルの

検討が必要と考えられる。今後は、

より再現性の高い解析手法を目指

して、多孔体に対する様々な熱伝導

モデルを適用し、検証を進める。 
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